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矛盾 を深 め る原発 ゴ リ押 し作戦

し

全国各地の住民の抵抗のために ,昭和 48

年度中には ,一基も原発設置の申請が出ずじ

まいてした。業を煮やした電力業界と政府は ,

「 エネルギー危機に便乗して何が悪い」と高

言して ,巻き返 しに出てきています。各電力

会社は ,今年度中に合計 13基(1,102万キ

ロフット)の原発の着工申請を電源開発調整

審議会 (電調審 )に出す予定を発表しました。

その中には ,四国電力の伊方二号炉という,

あつかましい計画も含まれています。このよ

うな動きに答えるように ,政府も ,原子力委

員会から「 稲葉私案」とい う怪しげな形で ,

原子力開発の“見直し案 "を 出させました。

その中で ,「 火力は減らすが ,原子力につい

ては ,昭和 60年に 6000万キロフットにす

るという現在の計画が ,最 も望ましい成長の

姿である」と,性こりもなく,勝手な数字を

かかけ,「エネルギー危機」を真に受けてい

る素本卜な国民に ,原発反対斗争が“住民エゴ"

であることを印象づけようとしています。ま

た ,地方自治体丸ごとの買収作戦を可能にす

る電源立地関係の法案を国会に提出し,さ ら

に,「これまで反対が強かったのは,原発の

安全性に問題があったのではなく,安全の宣

伝が足らなかったため」との ,全 くお間違い

な情勢分析に基いて ,PR用予算をはずむと

いった至れりつくせりの応援ぶりを示してい

ます。一方,自 民党議員約130名 からなる原発

関係議員連盟が ,参議院選を前にして発足し,

政経不離の体制づくりにも力を入れています。

しかし ,皮肉なことには ,こ うして電力や

政府が力めば力むほど ,つぎつぎとポロが出

てきています。 もっとも象徴的なのは ,原子

力開発の大元締めの原子力委員会で起った騒

動 ,田島英三原子力委員の辞任でしよう。田

島立教大教授は ,環境放射能に関する有能な

専門家で ,現在の原子力委員会の中では ,唯

一人のまともな人物と見られていました。就

任後二年にもなりませんが ,日 頃から ,行政

の無責任な安全宣伝に困惑しているという噂

も流れていました。森山科学技術庁長官が独

断的に ,宮島籠興氏を委員に任命したことに

抗議するという形で ,責任を果せないとして

辞任したのです。宮島氏は基礎物理学者て ,

原子力の安全性については全くの素人ですが ,

政府が力を入れている筑波大学の学者グルー

プの代表として ,自 民党筋から強力な推せん

を受け就任した人物です。「 安全より宣伝」

との政府の方針の具体化は ,第一歩でつまづ

ぃたといえるでしよう。

一方 ,肝心の稼動中の原発では ,“ 実証炉 "

の看板は 。ますます色あせてきています。欠

陥炉の悪名高い美浜 1号原発は ,さ る2月 か

ら半年ごとの定期検査に入っていましたが ,

例の蒸気発生器細管で ,ま たまた ,減肉が発

見されました。これまでの ,電力や政府の説
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明では ,細管の曲り部分がやられるのであり,

その可能性のあるところは盲栓をしたから ,

もう減肉はしないとい うことになっていたの

です。つまり,予想外のところで腐融が見つ

かったのですから ,さ ぞ驚いたことでしよう。

「 減肉は 4本だけ」と発表し ,ま たぞろ運転

を再開しそうな気配ですが ,福井県が ,蒸気

発生器全体のとりかえを勧告したという事実

は ,事態の深刻さを示しています。

伊方原発行政訴訟の国側の準備書面(―)で

は ,わざわざ ,美浜と伊方の蒸気用細管の見

とり図を示 して ,伊方のは美浜のと構造が違

うから腐触を起さないということを印象づけ

ようとしています。これに対し原告側から ,

「伊方では腐餞しないといえるのか」と釈明

請求を提出してあります.き たる6月 6日 の

第3回公判で ,ど んな答弁が出てくるか ,た

のしみです。

一方 ,美浜 2号炉での燃料棒の曲りについ

ても,電力と行政は,「たとえ燃料棒が曲っ

てお互にくっついても安全であり,念のため

とりかえたから全く心配ない」ということで,

さる 1月 末に強引に運転を再開しました。 し

かし,3月 の参議院予算委員会の席上で ,辻

議員の追及により ,つぎのような事実が判明

しました.運転中の原発の安全性について実

質的に責任を負っている通産省原子力技術■

間会は ,3回 も会議を開いて議論したのです

が,と うとう,「曲っても大文夫」という関

西電力の主張を認めることができず,「行政

上の配慮」から,曲った燃料棒をともかくと

りかえて運転を許そうとの通産省の意向を承

認したということです。電力危機のさ中で ,

原発を長期間停止することを避けたいとい う

「 配慮」が ,「安全」に優先したのです。連

中は ,う まく住民をごまかしたつもりでしよ

うが ,「 安全」に対する自信のなさをさらけ

出したことに気付いていないのです。こんな

ことでは ,美浜はもちろん ,他の原発でも ,

燃料棒事故は起り続けることはまちがいあり

ません。面子にこだわって ,欠陥だらけの

“実証炉 "を 運転し続けることは ,住民の安

全をますます脅かすことになり許せないこと

ですが ,強行すればするほど ,各地の住民に

とっては ,貴重な“反面教師 "の役割を果す

ことになるでしよう。

最近になって明るみに出ました ,大阪の労

働者岩佐さんの放射線被ばく問題も,彼我と

もに大きなシヨックを与えています。電力や

行政は,「これまで原発での被ばく事故はな

い」との宣伝の化けの皮がはげることを恐れ,

「あれは反対派の作りごとだ」とか「ゆすり

行為だ」とか,ヒ ステリックに叫んでいます。

一方 ,原発に反対する住民の間では ,やがて

は自分たちにも訪れるかもしれない ,原発の

汚染場所で働かされる臨時雇いの労働者の姿

を示すものとして ,大 きな関心をよんでいま

す。何しろ3年 も前のできごとですから ,立

証作業などに困難も予想されますが ,岩佐さ

んは ,伊方行政訴訟に参加しておられる弁護

士の皆さんを代理人として ,日 本原子力発電

会社の放射線管理のずさんさを告発し,救済

措置をかちとるまで斗い抜く決意を固めてお

られます。岩佐さんの斗いが進めば進むほど,

同種の被害者への波及も必至となるでしよう。

各地の反対運動もますます腰をすえた斗い

を展開しています。札束と権力とカラ宣伝と

に頼り,住民の意志を無視したゴリ押し作戦

は っますます矛盾を深め ,そ の当然の運命を

たどることでしよう。 (Q)
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会 計 報 告 (′ 74,4/7～ 5/7)

収入

会費

カンパ

返金

前月より繰越

140,

31,

4,

201,

150

500

200

622

ニユース代

原告 ,弁護団会議補助

資料費

郵送費

為替手数料

会場費

事務用品費

388,472

6,000

3,000

2,000

2,910

1,580

4,000

7,400

計 V

支 出

計 46,800

386,582繰越金
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